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 【目的】気道吸引には一連の流れを通して高度な臨床判断と正確な手技が求められる。しかし、
臨床現場においてはガイドラインに示されている項目の半分しか実施されていないという報告もあ
り、気道吸引は多くの看護師が習得に困難を感じていることが推測される。そこで本研究では、
臨床場面において気道クリアランスの看護介入が必要な患者に対して看護師が実施している気
道吸引技術の実態について明らかにする。  
【方法】1．対象：看護部長より研究協力の得られた 34 施設に所属し、日常のケアにおいて気道
クリアランスの看護介入を実施している看護師 1540 名。2．データ収集方法：自記式質問紙調
査。調査票は平成 25 年 2 月～4 月に郵送にて配布、回収した。3．調査内容：①気道吸引が必
要な患者に対して収集する身体的情報（46 項目）の有無、②気道吸引技術（22 項目）の実施
の有無、③気道クリアランスケアが必要な 4 事例について実施する看護介入（13 項目）、④対象
者の属性。4．分析方法：得られたデータは、記述統計を行った。5．倫理的配慮：聖隷クリスト
ファー大学研究倫理審査委員会の承認を得た。対象者に対して文書を用いて研究参加の自由
意思、匿名性の保持について説明した。調査票は無記名とし、封書による個別郵送法にて回収
した。調査票への回答をもって研究への同意とみなした。  
【結果・考察】調査票の回収は 636 名（41.3％）、有効回答は 616 名（96.9％）であった。対象者
の属性は、経験年数 1～35 年目（平均 9.9 年目）、所属部署は集中治療室（ICU 等）188 名
（30.5％）、一般病棟 397 名（64.4％）、その他（緩和病棟など）31 名（5.0％）であった。教育背
景は、呼吸に関するフィジカルアセスメント教育経験「あり」408 名（66.2％）、「なし」208 名
（33.8％）であった。①看護師が気道吸引時に収集する身体的情報 46 項目については、実施
率 80％以上が 9 項目あり、「気道分泌物の量や性状」95.8%、「湿性咳嗽の有無」88.6%、「呼
吸困難の訴えの有無」88.1%の順であった。9項目はすべてガイドラインで示されている気道吸引
適応の指標であった。②気道吸引技術の実施状況については、フィジカルアセスメントが必要な
項目が 22 項目中 5 項目あった。「吸引した分泌物の性状と量に注意する」95.8%、「実施前に
吸引が必要かどうかを明らかにする」92.0%、「吸引直前、吸引中、吸引後に患者の酸素化状態
と血行動態をモニターする」83.4%については実施率が高いが、呼吸音の聴診 2 項目の実施率
は低かった（「吸引前に呼吸音を聴診する」69.3%、「吸引後に呼吸音を聴診する」56.2%）。③4
事例に実施する看護介入については、ガイドラインによる気道吸引の適応基準を満たす事例
A,B に対して「気道吸引を実施する」割合はそれぞれ 89.6％、81.3％であった。一方ガイドライン
の基準を満たさない事例 C,D に対しては 59.6％、33.9％が気道吸引の実施を選択していた。ガ
イドラインで推奨される気道吸引適応の判断については徹底されていないことが推測される。  
【結論】 
1）気道吸引が必要な患者に対して看護師が収集する身体的情報は、ガイドラインで推奨されて
いる指標についての実施率は高いが、呼吸音の聴診については実施率が低かった。2）看護師
は気道吸引適応についてガイドラインに基づいた情報を収集しているが、必要性の判断は徹底
されていない可能性がある。 
本研究は、日本看護技術学会第 13 回学術集会（2014 年 11 月）にて発表予定である。  
